
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式「
物
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
設
置
し
ま
し
た

認知症の人、家族を支えるために

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
４
人
に
１
人
は
認
知
症
ま

た
は
そ
の
予
備
軍
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
認
知
症
は
特
別
な
人
に
起
こ
る
他
人

事
で
は
な
く
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

脳
の
病
気
で
す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
、
身

近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
と
は
？

　
認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
機

能
が
徐
々
に
損
な
わ
れ
て
い
く
状
態
を
い
い

ま
す
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
「
物
忘
れ
相
談

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
！

　
認
知
症
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
の
重
要
性
と

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
町

内
の
７
カ
所
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
物
忘
れ
相
談

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
出
題
さ
れ
る
問

題
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
答
え
る
だ
け
で
す
！

家族の会　
　認知症の人を介護している
方や支援者が、気兼ねなく悩
みを話したり、相談したり、
情報交換できる場を提供して
います。
▶日時　毎月第２土曜日
13：30～15：30
▶場所　福祉しあわせセンタ
ー３階

電話相談窓口　
●もの忘れコールセンター
＃７０７０・＃７２７２
（月～金曜日　※通話料無料）
●県民総合相談センター
☎０７８（３６０）８４７７
・認知症の人と家族の会による
相談（月・金曜日）
・看護師などによる相談（水・
木曜日）
※時間帯は10：00～16：00
（祝日、年末年始除く）

認知症サポーター養成講座　
　認知症サポーターは認知症を正しく理解し、
認知症の人と家族を温かく見守る応援者です。
播磨町では、平成27年３月までに、730人
のサポーターが誕生しています。講座修了者
には、認知症サポーター
の証であるオレンジリン
グが授与されます。
▶内容　認知症の知識と
認知症の人への接し方
▶受講方法　地域や団体、グループを対象に、
講師を派遣します。詳しくは播磨町地域包括
支援センターへお問い合わせください 

　
も
の
忘
れ
が
始
ま
る
と
、「
も
し
か
し
て
認

知
症
？
」
と
心
配
に
な
り
ま
す
が
、
加
齢
に
伴

う
「
も
の
忘
れ
」
と
認
知
症
の
「
も
の
忘
れ
」

は
違
い
ま
す
。
体
験
の
全
部
を
忘
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
場
合
は
、
認
知
症
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

早
期
発
見
が
大
切
！

　　
認
知
症
は
早
期
に
発
見
し
て
、
適
切
な
対

応
や
治
療
を
行
え
ば
、
改
善
し
た
り
、
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
認
知
症
は
早
期
に
受
診
す
る
こ
と
で

①
症
状
が
軽
い
う
ち
か
ら
今
後
の
準
備
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
症
状
が
軽
い
う
ち
に
、
ご
本
人
・
家
族
や
周

り
の
ひ
と
も
認
知
症
の
こ
と
を
知
り
、
病
気
と

向
き
合
い
話
し
合
う
こ
と
で
、
今
後
の
生
活
の

備
え
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

②
治
療
に
よ
り
改
善
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
正
常
圧
水
頭
症
な
ど
、
原
因
と
な
る
病
気

に
よ
っ
て
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り

改
善
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が

あ
り
ま
す

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
は
、
薬
で

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周

り
の
方
の
気
づ
き
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

▼
問
合
せ
　
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

▼
問
合
せ
　
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

▶問合せ　播磨町地域包括支援センター☎０７９（４３５）１８４１▶問合せ　播磨町地域包括支援センター☎０７９（４３５）１８４１

年相応のもの忘れ

体験の一部を忘れる 体験の全体を忘れる

目の前の人の名前が
思い出せない

目の前の人が誰なのか
わからない

ヒントがあっても
思い出せない

何を食べたかを
思い出せない

ヒントがあると
思い出せる

食べたこと自体を忘れる

認知症のもの忘れ

▼
設
置
場
所

役
場
第
一
庁
舎
、
中
央
公
民
館

東
部
コ
ミ
セ
ン
、
西
部
コ
ミ
セ
ン

野
添
コ
ミ
セ
ン
、
南
部
コ
ミ
セ
ン

播
磨
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
播
磨
町
福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー
内
下
記
地
図
参
照
）

　所要時間は約５分。気軽にセルフチェックできます。
　あなたと共に何十年も働いてきた「脳」の健康チェック
をゲーム感覚で、してみてください。ご自由にお使いいた
だけます。

ひとりで抱え込まず地域包括支援センターにまず相談を… 大中遺跡

JR土山駅

大中
交差点

播磨町役場

山陽新幹線

播磨町地域包括支援センター
（福祉しあわせセンター内）

県道明石・高砂線 喜瀬川 至新島

山電播磨町駅

明姫幹線 国道250号線

国道２号線

　認知症になると記憶力が低下したり、今まで出来ていたことができなくなったり、仕事や生
活に支障がでてきます。
　多くの認知症の人は、思っていることをうまく人に伝えられず、もどかしい思いをしながら
生活しています。不安や戸惑いが強くなると、周囲に負担をかけるような行動を起こしたりす
ることもあります。
　しかし、認知症の人は記憶力が低下しても感情は豊かです。周りの人が認知症という病気を
正しく理解して、認知症の人や家族を支える手立てを知っていれば、認知症になっても住み慣
れた地域で「自分らしく安心して暮らす」ことができます。

　地域包括支援センターは高齢者やその
ご家族の相談窓口です。些細なことでも
かまいません。
　認知症のこと、介護や福祉など何でも
ご相談ください。専門職員が対応いたし
ます。
▶問合せ　播磨町地域包括支援センター
　　　　　☎０７９（４３５）１８４１

89
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